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１ 第４次プランの概要 
 

（１）経過 

山形市では、「男女共同参画のまち山形」の実現に向け、平成２７年に第３次「いきいき山形

男女共同参画プラン」を策定し、プラン目標に向けた総合的な取組みを進めてまいりました。 

しかし、令和元年度に実施した「男女共同参画に関する市民・事業所の意識及び実態調査」に

おいて、男女の不平等感や性別による固定的役割分担意識は、前回調査（平成２６年）より解消

したもののまだまだ根強く残っていることが明らかになりました。 

さらに、ＤＶの潜在化やワーク・ライフ・バランスの推進のほか、若年女性の人口流出が顕著

となるなど社会情勢の変化に伴い、男女共同参画社会の実現には未だ多くの課題があります。 

このような状況やこれまでの取組みを踏まえ、男女共同参画社会の形成に向けた施策を総合的

かつ計画的に推進するために、社会動向の変化や法制度の改正にも対応した第４次「いきいき山

形男女共同参画プラン」を令和４年 2 月に策定しました。 

 
（２）期間 

計画期間は、令和４年度から令和８年度までの５ヶ年間としています。 
 

（３）計画の体系 

この計画の目的である「男女共同参画のまち山形」の実現するために、７つの基本理念を掲げ、

その下に、大きな目標として３つの基本目標を掲げます。次に、基本目標の達成に向けた目標と

して基本方針を、また、取り組むべき内容を、施策の方向として位置付けます。そして、その下

に、個別の具体的な取り組みとして具体的施策として位置付けます。 

 

（４）対象事務事業 

計画の対象となる事務事業は、「男女共同参画のまち山形」の実現に寄与すると考えられるも

ので、令和８年度までに具体的施策の達成に向けて担当課等で主体的に実施することができる事

業を示しています。 

 
（５）評価指標 

計画の進捗状況を見るために、基本目標ごとに数値で表すことのできる１９項目の評価指標を

定め、令和８年度までの数値目標を掲げています。 

 
（６）計画の進行管理 

計画に掲げる事務事業については、全庁的に取り組むものとします。 

なお、計画の着実な推進のために緊急又は新たな対応が必要になった場合には、計画に掲載さ

れていない事業であってもすみやかに着手するとともに、計画への追加を行います。 

また、計画の進捗状況については、山形市男女共同参画推進条例第１０条の規定により、山形

市男女共同参画推進本部において年 1 回全庁的な調査を実施して評価を行い、山形市男女共同

参画審議会に報告するとともに、これを公表します。 
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２ 第４次プラン体系図 
 

 

(１)　男女共同参画への理解を広げる啓発活動の充実

(２)　性別による固定的役割分担意識と社会慣行の見直し

Ⅰ 人権の尊重

(１)　社会における男女共同参画意識の啓発

(２)　子どもたちの男女共同参画意識を育む教育の推進

Ⅱ

(1)　大学等との連携による若者の地元定着促進

(2)　女性の地元定着に向けた意識啓発

Ⅲ

(1)　審議会等委員への女性の参画推進

(2)　方針決定過程への男女共同参画の推進

(3)　女性活躍推進のための人材育成

Ⅳ (1)　家庭における男女共同参画意識の啓発

(2)　地域活動における男女共同参画の推進

(3)　地域防災活動における男女共同参画の推進

(1)　雇用・就労における男女の均等な機会と待遇の確保

Ⅴ (2)　女性の能力発揮促進のための支援

(3)　ワーク・ライフ・バランスに関する意識啓発の推進

(4)　多様な働き方に対応した環境の整備促進

Ⅵ (1)　暴力の根絶に向けた意識づくりの促進

(2)　DV相談体制の整備と被害者支援の充実

(3)　若年層に対する啓発活動の実施

(1)　ライフステージに応じた女性の健康支援

(2)　心と身体の相談等の充実

Ⅶ 国際的協調

(1)　高齢者・障がい者・ひとり親・外国人など

　　  様々な困難を抱える人々への支援

(2)　性の多様性に関する理解促進と実態把握

　9　生活上様々な困難を
      抱える人への対応と
      多様性を尊重する
      環境の整備

施策の方向

【
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
山
形

】
の
実
現

男女共同参画 　　　山形市職業生活における
　　　女性活躍推進計画

個人の尊厳の尊重
山形市ＤＶ防止基本計画 　7　重大な人権侵害である

　　　あらゆる暴力の根絶
と男女平等意識を

育む教育・保育

Ⅲ　安全・安心な暮らしの
　　 実現

　8　生涯を通じた心身の
　　　健康支援

仕事と生活の

Ⅱ　あらゆる分野での
　　 男女共同参画の実現

　5　家庭・地域における
　　　男女共同参画の推進

調和の保持

　6　働く場における男女
　　　共同参画推進と
　　　ワーク・ライフ・バランス

互いの性への理解

と生涯の健康維持

Ⅰ　男女共同参画社会
　　 の実現に向けた
　　 基盤づくり

　２　男女共同参画意識を
      育む教育・学習の充実

多様な生き方の

選択の自由

　３　女性の地元定着の促進

あらゆる意思決定

の場での

　4　政策・方針決定過程
　　　への女性の参画拡大

目的 基本理念 基本目標 基本方針

　１　広報・啓発による男女
      双方の意識改革、理解
      の促進
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３－（１） 第４次プラン評価指標及び進捗状況 

基本目標  指 標 名 
プラン策定時の状況 令和 4 年度 目標値 

年度 数値 数値 令 和８年 度 

基本目標Ⅰ 

男 女 共 同 参

画 社 会 の 実

現 に 向 け た

基盤づくり 

1 社会全体で男女平等と思う人の割合 R 元 16.6％  25% 

2 
社会通念や慣習・しきたりで男性優遇と感

じる人の割合 
R 元 77.7％  50% 

3 男女共同参画センター会議室等利用率 R 元 63.4％ 36.7% 65% 

4 
男女共同参画学習資料を活用した学級の割

合 
R２ 98.1% 100.0% 100% 

5 
県外から市への女性転入者数－市から県外

への女性転出者数 
Ｒ２ －321 人 ー572 人 0 人 

基本目標Ⅱ 

あ ら ゆ る 分

野 で の 男 女

共 同 参 画 の

実現 

6 

市の審議会等委員に占める女性委員の割合 

（うち行政機関等の充て職を除いた女性委員の

割合） 

R２ 
30.0％ 

(35.3%) 

27.0% 

(32.9％) 

40% 

(50％) 

7 女性人材バンク登録者数 R２ 75 人 78 人 100 人 

8 女性人材バンク年間活用件数（※１） R 元 73 件 49 件 100 件 

9 
市における女性管理職の割合（課長相当職

以上） 
R３ 19.5％ 18.1％ 30% 

10 
市内事業所における女性管理職の割合（課

長相当職以上） 
R 元 12.6％  21％ 

11 
山形県防災士養成講座を受講し、防災士資

格を取得した女性の数（市在住者） 
R２ ５人 19 人 11 人 

12 市内事業所における男性の育児休業取得率 R 元 20.9％  30％ 

13 
男性も育児・介護休業が取れることは賛成

だが、実際は取りづらいと思う人の割合 
R 元 69.6%  50% 

14 

男性の家事・育児・介護等への参加を促す

講座及び事業所対象のワーク・ライフ・バ

ランス等出前講座実施回数（※２） 

R２ 4 回 4 回 4 回 

- 
男性の 1 日平均家事時間 0 分の割合 

（モニタリング指標※3） 
R 元  3.6％   

基本目標Ⅲ 

安 全 ・ 安 心

な 暮 ら し の

実現 

15 ＤＶ相談窓口を知っている人の割合 R 元 73.8％  80% 

16 ＤＶ被害を相談した人の割合（※4） R 元 20.7％  50% 

17 
小中学生向け出前講座「いのちの学習」の

実施回数（※２） 
R２ 4 校 5 校 5 校 

18 健康講座の実施回数（※２） R２ 4 回 4 回 4 回 

19 
市内中学校・高等学校における女子生徒の

選択制服（スラックス）の導入校の割合 
R３ 62.1％ 93.1％ 100% 

- 
山形市における DV 相談件数 

（モニタリング指標※５） 
R２ 320 件 307 件  

※1 算出式 審議会への活用件数 ＋ 委員会等への活用件数 ＋ 講師等への活用件数 
※2 男女共同参画センターが実施する講座の回数 
※3 第 3 次プランで目標達成したため、数値目標は設定しないが、状況把握のためモニタリン

グ指標として位置づけ、継続的な調査を実施する。 
※4 算出式 配偶者からのＤＶ被害経験ありと答えた人の割合 － 相談状況で「どこにも相談しなかっ

た」と答えた人の割合 － 相談状況で「無回答」の人の割合 
※5 ＤＶ相談受付件数の増減が、必ずしもＤＶ被害の増減と一致するとは言えないため、数値目標は設定

しないが、状況の把握のために、モニタリング指標として位置づけ、継続的な調査を実施する。 
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３－（２） 第４次プラン 令和４年度進捗状況評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指標１ 

社会全体で男女平等と思う人の

割合 

プラン策定時 
（令和元年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

16.6％ ― 25％ ― 

説明：令和元年度実施の「男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」において、社会全体での

男女の立場をどのように感じているかという設問に対し、「平等」と回答した方の割合 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 
 

【参考：「社会全体で男女平等と思う人の割合」】 

 （山形市と全国の推移）                   （山形市男女別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：山形市…「男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査（令和元年度）」 

     全国…内閣府男女共同参画局「男女共同参画に関する世論調査」 

 
指標２ 

社会通念や慣習・しきたりで男性

優遇と感じる人の割合 

プラン策定時 
（令和元年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

77.7％ ― 50％  ― 

説明：令和元年度実施の「男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」において、社会通念や慣

習・しきたりで男女の立場をどう感じているかという設問に対し、男性の方が優遇されている

と回答した方の割合 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 

12.4% 14.2%
18.2% 16.6%
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23.2% 24.6%
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21.6%
15.4%

27.3%

10.3%

0%

10%

20%

30%
全国

山形市

男性 女性

H26 R元H26 R元

基本目標Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤づくり 
これまで、男女共同参画を推進する様々な取組みが進められ、法制度の整備も進んできたものの、

人々の意識の中に長い時間をかけて形成された固定的な性別役割分担やそれに基づく社会的な制度
や慣習は依然として根強く残っています。市が令和元年度に実施した意識調査においては、社会全
体における男女の地位の平等感について、「男性の方が優遇されている」と回答した人の割合は
72.4％である一方、「平等」と回答した人の割合は16.6％に過ぎません。 
背景には、働き方・暮らし方の根底に固定的な性別役割分担意識や性差に関する偏見・固定観念、

無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）があることが挙げられます。このような意識や固定
観念は幼少のころから長年にわたり形成されてきており、女性と男性のいずれにも存在するため、
子どもをはじめ様々な世代で男女双方の意識を変えていく取組みが必要です。 
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【参考：「社会通念や慣習・しきたりで男性優遇と感じる人の割合」】 

（山形市と全国の推移）                    （山形市男女別） 

 

 

 
 
 
 
 

資料：山形市…「男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査（令和元年度）」 

     全国…内閣府男女共同参画局「男女共同参画に関する世論調査」 

 

  評価  

この指標は令和元年度「男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」結果による数値を現状

値としており、次回調査（令和７年度）結果の数値との対比となります。 

指標1「社会全体で男女平等と感じている人の割合」は、前回（平成26年度）調査の18.2％から

減少しました。また、指標 2「社会通念や慣習・しきたりで男性優遇と感じている人の割合」につ

いては、前回調査の72.2％から増加しました。 

その一方で、「この10年間で女性の社会的な立場は良くなった」と答えた人は7割を超えており、

平等と思う人の割合の低下や男性優遇と感じる人の割合の増加は、男女共同参画に関する取組が進

み、市民の意識が高まっているからこそ、現状に対する要求水準が上昇した結果だと思われます。 

なお、指標１において「平等」と答えた人の割合が男性27.3％、女性10.3％と差が17ポイント

あり、指標2で「男性優遇」と答えた人の割合が男性68.2％、女性84.2％と差が16ポイントと感

じ方に大きな差があり、今後の取組にどのように反映させるか検討する必要があります。 

 

【参考：「この10年間で女性の社会的な立場は良くなったか」】 

 
 

 
 
 
 
 
 

    良くなった    変わらない    悪くなった    わからない    無回答

資料：「山形市男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査（令和元年度）」 
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指標３ 

男女共同参画センター会議室等

利用率 

プラン策定時 
（令和元年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

63.4% 36.7％ 65% ↘ 

説明：男女共同参画センター利用者のうち、会議や研修等利用による会議室等の稼働率 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 
 

  評価  

新型コロナウイルス感染症拡大防止による利用制限等により、利用率が低くなっております。 

（参考：平成30年度 68.0％ 令和元年度63.4％） 

男女共同参画センターをより多くの方に利用していただけるよう周知を図ってまいります。 

 

 

 

指標４ 

男女共同参画学習資料を活用し

た学級の割合 

プラン策定時 
（令和２年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

98.1% 100％ 100% ○ 

説明：小学２、４、６年生を対象とした男女共同参画学習資料「きらり かがやいて」を活用した学

級の割合 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 
 

  評価  

小学校における男女共同参画を啓発するため、市内37の小学校へ配布し、道徳等の授業のほか、

家庭での活用の促進を図りました。 

活用状況について、令和４年12月に各校へアンケートを行った結果、該当するすべての学級で活

用していただきました。 

 

【参考：令和４年度「きらり かがやいて」発行部数及び活用状況】 

対象学年 発行部数 活用状況・割合 

２学年 2,400 部 37 校中 37 校 （100％） 

４学年 2,500 部 37 校中 36 校 （100％） 

６学年 2,550 部 36 校中 36 校 （100％） 

      ※該当学年がいない学校は、活用校数に含めない。 

 

 

 

 

 

 

6



 

指標５ 

県外から市への女性転入者数－

市から県外への女性転出者数 

プラン策定時 
（令和２年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

－32１人 －572人 0人 ↘ 

説明：山形市へ転入された女性と山形市から転出した女性の差 

   マイナスであれば、山形市から県外へ転出されている女性が多いことになる。 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 

  評価  

  男性・女性ともにコロナ禍の影響で、令和 2 年度、3 年度は地元を離れない若者や思うように就

職活動ができない学生が多かったと考えられますが、令和4年度はオンラインでの就職活動なども

定着し、首都圏等県外の企業に就職する若者が増えたと思われます。 

  さらに、令和4年度から大学などで少しずつ対面の授業も増え、県外に進学した若者が実家での

オンライン授業から、自宅を離れ、県外の大学に通学をはじめたケースも多かったと推測されます。 

また、県社会的移動人口調査調査票によると女性の転出者のうち、20 歳から 29 歳までの転出の

割合が多い傾向があります。これにはさまざまな理由が考えられますが、進学などで一度転出した

女性は地元に戻らず、首都圏等で就職するケースが多いことと、山形市内の大学に通っていても就

職先は県外を選ぶ学生が多いことが考えられます。（公財）東北活性化研究センターが令和2年度に

実施した「人口の社会減と女性の定着に関する意識調査」によると、若年女性が東京圏を選ぶ理由

の第一位が「やりたい仕事、やりがいのある仕事が地方では見つからない」というものでした。 

今後は市内企業の魅力を伝える取組みと併せて、若年女性にとって働きやすい、働きがいがある

職場づくり、さらに住みやすい、そして活躍できる場の提供に向けて、さまざまな施策が必要にな

ってきます。 

 
【参考資料】 
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指標６ 

市の審議会等委員に占める女性

委員の割合 

（うち行政機関等の充て職を 

除いた女性委員の割合） 

プラン策定時 
（令和２年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

30.0％ 

（35.3％） 
27.0％ 

（32.9％） 
40％ 

（50％） ↘ 

説明：山形市が設置した審議会等（地方自治法第202条の 3による附属機関）における女性委員の 

割合 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 
 

  評価  

令和３年度において、現状値より低下した（29.8％）ことから、令和４年１２月１５日付山形市

男女共同参画推進本部本部長名で「山形市男女共同参画推進本部決定事項」として、女性参画推進

の取組をさらに推し進めていくため、女性の委員選任に関する「チェックシート」を活用してもら

い、必要に応じて担当課にヒアリングを行うこととしました。 

  数値の改善はもとより、目標達成できるように改選時期に合わせ、女性委員の選任について担当

課に対し周知を継続してまいります。 

 

 

【参考：審議会等における女性委員割合】 

  審議会数 
（計） 

委員総数 
（人） 

女性委員割合
（％） 

国 R4.9.30現在 131 1,925 43.0 

都道府県 原則として

R4.4,1現在 

1,804 40,024 34.0 

市町村 
（政令指定都市含む） 

43,643 591,919 28.0 

山形県 R4.3.31現在 66 974 40.0 
 

資料：国・・・内閣府「国の審議会等における女性委員の参画状況調べ」 
   都道府県等・・・内閣府「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に 

関する施策の推進状況」 
 

 

基本目標Ⅱ あらゆる分野での男女共同参画の実現 
市民生活に深いかかわりをもつ市政や政策・方針の意思決定の場へ男女がともに参画し、その意

見が十分反映されることは、「男女共同参画のまち山形」を実現する基盤となります。 

また、男女を問わず幅広い年代及び多様な人材の能力を活用し、多様な価値観や発想を取り入れ

ることは、女性の活躍を推進するだけにとどまらず、様々な視点が確保されることにより、社会経

済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある持続可能な社会を生み出すとともに、あらゆる人が暮

らしやすい社会の実現につながります。 

そうした観点から、家庭や地域、そして働く場など、あらゆる分野で男女共同参画を推進すると

ともに、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）に関する意識啓発を推進します。 
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指標７ 

女性人材バンク登録者数 

プラン策定時 
（令和２年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

75人 78人 100人 ↗ 

説明：「山形市女性人材バンク」は、庁内各課、国・県等向けに審議会等の委員や研修の講師等として

ふさわしい女性人材の情報整備を図るため平成 11 年に設置。３年ごとに登録者の更新を行っ

ている。 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 
 

  評価  

市主催講座の講師を引き受けていただいた方など、広く庁内から女性人材の情報を募ったことに

より、微増となりました。 

  引き続き、女性人材育成事業への参加者や庁内への周知を行うなどし、更なる登録者の増加に努

めてまいります。 

 

 

 

指標８ 

女性人材バンク年間活用件数 

プラン策定時 
（令和２年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

73件 49件 100件 ↘ 

説明：「女性人材バンク」の登録者を審議会等委員や主催事業の講師等で活用した件数 

※算出式：審議会への活用件数＋委員会等への活用件数＋講師等への活用件数 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 
 

  評価  

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、講座や講演会開催を中止する課等が多かったた

め、著しく減少した。令和２年度以降、新型コロナウイルス感染症拡大防止により、講座開催が大

幅に減少したとみられ、女性人材バンクの活用件数が大幅に減少しております。 

活用の内訳については、山形市の審議会・委員会等の委員38人、講座講師等が11人でした。引

き続き、女性人材バンクの活用を促す周知を行い、活用件数を増やす取組みを行ってまいります。 

 

 

 

指標９ 

市における女性管理職の割合

（課長相当職以上） 

プラン策定時 
（令和３年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

19.5％ 18.1％ 30％ ↘ 

説明：山形市役所における課長相当職以上の管理職のうち、女性の管理職の割合 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 
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  評価  

性別にかかわらない公正な評価・登用を行いましたが、第３期あったか家族応援プログラムにおけ

る目標値である30％には届きませんでした。 

 引き続き、性別にかかわらない公正な評価に努めるともに、女性職員向けに女性活躍推進研修を実

施し、監督・管理職として活躍できるよう準備も行ってまいります。 

 

 

指標１０ 

市内事業所における女性管理職

の割合（課長相当職以上） 

プラン策定時 
（令和元年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

12.6％ ― 21％ ― 

説明：令和元年度実施の「男女共同参画に関する事業所の意識及び実態調査」において、部長相当職

及び課長相当職の役職に就いている女性の割合 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 
 

  評価  

この指標は令和元年度「男女共同参画に関する事業所の意識及び実態調査」結果による数値を現

状値としており、次回調査（令和７年度）結果の数値との対比となります。 

 

【参考：事業所管理職に占める女性の割合】 

 
管理職 

計 
 係長相当職 

（参考値） 部長相当職 課長相当職  

役職人数 703 人 1,588 人 2,291 人  1,347 人 

 うち男性 655 人 1,347 人 2,002 人  890 人 

 うち女性 48 人 241 人 289 人  457 人 

各役職に占める 

女性の割合 
6.8％ 15.2％ 12.6％  33.9％ 

 

 

指標１１ 

山形県防災士養成講座を受講

し、防災士資格を取得した女性

の数（市在住者） 

プラン策定時 
（令和２年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

5人 19人 11人 ○ 
説明：当該年度に防災士資格を取得した市内在住の女性の数 

（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  
→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 

 

  評価  

 自主防災組織のリーダーの育成を図るため、防災士の資格取得を促進しております。 

 女性の防災に対する意識の高まりが取得者の増につながっていると考えております。 
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指標１２ 

市内事業所における男性の育児

休業取得率 

プラン策定時 
（令和元年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

20.9％ ― 30％ ― 

説明：令和元年度実施の「男女共同参画に関する事業所の意識及び実態調査」において、男性社員が 

   育児休業を取得した割合 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 

 

  評価  

この指標は令和元年度「男女共同参画に関する事業所の意識及び実態調査」結果による数値を現

状値としており、次回調査（令和７年度）結果の数値との対比となります。 

山形市内の事業所における男性の育児休業取得率は、厚生労働省が実施した「令和４年度雇用均

等基本調査」における男性の育児休業取得率の 17.13％を上回っているものの、目標達成できるよ

う、引き続き国・県・関係機関と連携し、事業所に対してワーク・ライフ・バランスや男性の家事・

育児・介護等への参画に関する啓発を行ってまいります。 

 

 

【参考：男性の育児休業取得率】 
 取得割合 

市内事業所 ２０．９％ 

「男女共同参画に関する事業所の意識及び実態調査（令和元年度）」 

 

 令和２年度 
取得割合 

令和３年度 
取得割合 

令和４年度 
取得割合 

山形市 職員 ２５．５％ ３５．８％ ５４．５％ 
 

資料：次世代育成支援対策推進法に基づく第３期あったか家族応援プログラム（山形市役所
次世代育成支援特定事業主行動計画） 

 

 

 

 

 

指標１３ 

男性も育児・介護休業が取れる

ことは賛成だが、実際は取りづ

らいと思う人の割合 

プラン策定時 
（令和元年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

69.6％ ― 50％ ― 

説明：令和元年度実施の「男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」において、育児や家族の

介護を行うために、法律に基づき育児休業・介護休業を取得できる制度があるが、男性がこの

制度を活用することについてどう思うかという設問に対し、男性が育児・介護休業を取ること

は賛成だが、現実には取りづらいと思うと回答した方の割合 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 

 

11



  評価  

この指標は令和元年度「男女共同参画に関する事業所の意識及び実態調査」結果による数値を現

状値としており、次回調査（令和７年度）結果の数値との対比となります。 

「職場に取りやすい雰囲気がない」「社会全体の認識が十分にない」との理由から取得しづらいと

感じる方は多いようです。目標達成できるよう、引き続き市内の事業所に対し、男性も育児・介護

休業を取得できる環境整備に向けた広報など社会的な気運の醸成を図ってまいります。 

 

 

 

指標１４ 

男性の家事・育児・介護等への参

加を促す講座及び事業所対象の

ワーク・ライフ・バランス等出前

講座実施回数 

プラン策定時 
（令和２年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

４回 ４回 ４回 ○ 

説明：男女共同参画センターが実施している講座と事業所向けの出前講座の実施回数 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 
 

  評価  

  家庭内における家事・育児等への参加を促し、女性も男性も一人ひとりが望む生き方・働き方が

実現できる社会を目指す講座「イクメン・カジメン・イクジイ講座」として２回、事業所向けの出

前講座を１回実施しました。また、山形県と共催で、男性育休準備セミナーを開催しました。 

 

 

 

モニタリング指標① 

男性の 1 日平均家事時間 0 分の

割合 

プラン策定時 
（令和元年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

3.6％ ―   

説明：令和元年度実施の「男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」において、平日、家事（掃

除、洗濯、炊事など）に使う時間は１日平均どのくらいかという設問に対し、０分と回答した

男性の割合 

 

  評価  

第３次プランにおいて、10％以下という目標を達成したため、数値目標は設定しませんが、状況

把握のため引き続き調査対象としております。 
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指標１５ 

ＤＶ相談窓口を知っている人の

割合 

現状値 
（令和元年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

73.8％ ― 80％ ― 

説明：令和元年度実施の「男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」において、配偶者などや

交際相手からのＤＶについて相談できる窓口としてどのようなものを知っているかという設

問に対し、わからないと回答した方及び無回答の方を除いた割合 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 
 
 

指標１６ 

ＤＶ被害を相談した人の割合 

現状値 
（令和元年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

20.7％ ― 50％ ― 

説明：令和元年度実施の「男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」において、これまでに、

配偶者などからＤＶを受けたことがあると回答した方のうち、誰かに打ち明けたり、相談した

りしたかという設問に対し、相談できなかったもしくは相談しようとは思わなかったと回答し

た方及び無回答の方を除いた割合 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった  

→：計画時と変わらず目標値に達していない －：次回調査（Ｒ７予定）結果との対比につき評価しない 
 

 

 

 

基本目標Ⅲ 安全・安心な暮らしの実現 
配偶者やパートナーなど身近な人から受ける暴力（ドメスティック・バイオレンス：ＤＶ）は、犯

罪となる行為をも含む重大な人権侵害であるにもかかわらず、潜在化しがちであり、社会の理解も
不十分で、個人的な問題として矮小化されることもあります。被害者の多くは女性であり、背景には
男女の性別による固定的な役割分担意識、社会的地位や経済的格差などがあることから、あらゆる
暴力防止に向けて、社会全体で取り組んでいかなければなりません。 
新型コロナウイルス感染症の感染拡大では、外出自粛や休業等による生活不安・ストレスからＤ

Ｖの増加と深刻化などのリスクの高まりが危惧されるため、被害者が相談機会を逸失しないよう相
談窓口の周知、啓発に取り組みます。 
さらに、将来的にＤＶの被害者・加害者とならないよう、若年層への情報提供と意識啓発を進める

とともに、被害者が暴力から逃れ、安全で安心した生活を送れるように、相談体制の整備と、関係機
関と連携した自立支援等の対策を進めます。 
また、心身の健康は暴力や貧困などの社会的要因によって大きく影響を受ける面があるため、健

康課題解決には、背景となる社会課題の解決が求められます。生涯を通じた健康の保持のために、男
女それぞれのライフステージに応じた心身の健康維持と健康づくりを支援するとともに、高齢者や
障がい者、ひとり親家庭、外国人居住者など生活上の困難に直面する人々への支援及び、多様な性へ
の理解促進に努め、様々な立場の人々の人権が尊重され自らの意思で多様な生き方を選択できる環
境の整備を進め、誰もが安全・安心に暮らせるための環境づくりに努めます。 
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21.0 

34.6 

33.3 

34.6 

50.6 

12.8 

19.1 

29.8 

44.7 

66.0 

18.6 

29.5 

32.6 

38.0 

55.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

自分さえ我慢すればいいと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分にも悪いところがあるから

相談するほどのことではないと思ったから

全体

男

女

  評価  

この指標は令和元年度「男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」結果による数値を現状

値としており、次回調査（令和７年度）結果の数値との対比となります。 

ＤＶ相談窓口を知っている方の割合は、前回（平成26年度）調査より増加したものの、相談され

た方の割合が前回調査より約10ポイント減少しました。 

ＤＶ相談窓口については、市有施設の他、市内商業施設等30か所に相談窓口を記載したカード

を設置するなど、相談窓口の周知に努めておりますが、どなたでも安心して相談できることをよ

り一層周知するとともに、市役所職員における相談対応の資質向上に努めてまいります。 

 

【参考：配偶者などからＤＶを受けたことがある方の相談状況】 

 相談した 相談しなかった 無回答 

山形市 20.7％ 72.2％ 7.1％ 

国 47.1％ 48.9％ 4.0％ 

資料：山形市…「男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査（令和元年度）」 

        国…内閣府男女共同参画局「男女共同参画に関する世論調査」 

 

【参考：「相談しなかった」理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「山形市男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査（令和元年度）」 

 

 

 

指標１７ 

小中学生向け出前講座「いのち

の学習」の実施回数 

現状値 
（令和２年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

4校 5校 5校 ○ 

説明：男女共同参画センターが実施した「いのちの学習」の実施回数 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった 

→：計画時と変わらず目標値に達していない 
 

  評価  

  市内小学校 5校（6学年 2校、5学年 1校、3・4 学年 1校、2学年 1校）に出前講座を実施し、

289名が受講した。 

  引き続き、講座開催の依頼があった学校・学年の要望に応えられるようにしてまいります。 
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指標１８ 

健康講座の実施回数 

現状値 
（令和２年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

4回 4回 4回 ○ 

説明：男女共同参画センターが実施した「健康講座」の実施回数 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった 

→：計画時と変わらず目標値に達していない 
 

  評価  

  男性も女性も人生の各段階に応じた適切な健康に保持増進ができるように支援する「健康講座」 

を 4回実施しました。 

 

 

 

指標１９ 

市内中学校・高等学校における

女子生徒の選択制服（スラック

ス）の導入校の割合 

現状値 
（令和２年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

62.1％ 93.1％ 100％ ↗ 

説明：市内中学校・高等学校における女子生徒の選択制服（スラックス）の導入校の割合 
（達成状況）○：目標値達成 ↗：計画時より目標値に近づいた ↘：計画時より目標値から遠ざかった 

→：計画時と変わらず目標値に達していない 
 

  評価  

  市内中学校においては全校選択制服を導入しています。 

  市内高等学校においては２校を除き、選択制服を導入しています。 

 

 

モニタリング指標② 

山形市におけるＤＶ相談件数 

現状値 
（令和２年度） 

令和４年度 
数値 

目標値 
（令和８年度） 

達成 
状況 

320件 307件   

説明：山形市役所の各課等で受付したＤＶ相談件数 

 

  評価  

  ＤＶ相談受付件数の増減が、ＤＶ被害の増減と一致するとは言えないため、数値目標は設定しな

いが、状況把握のため、継続的に数値の把握を行います。 
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前回調査

区分 区分 区分 区分

1 総務課
山形市名誉市民選
考審査会

2 職員課
山形市特別職報酬
等審議会

0 5 0 1

0 23 0 3

0 26 0 1

0 54 0 5

7 0 2 0

4 2 1 2

5 8 4 4

2 9 1 6

1 9 0 3

18 29 7 16

0 4 0 1

0 3 0 1

4 5 2 3

0 10 0 6

0 5 0 2

0 11 0 5

4 38 2 18

0 4 0 1

8 0 1 0

8 4 1 1

6 8 0 7

20 環境課
山形市空き缶等散
乱防止審査会

1 10 0 5

1 24 0 12

充て職
除く
(%)

４　審議会等（法令及び条例に基づく附属機関）の女性委員割合
【※区分Ａ（市の裁量あり）…公募、担当部署による選任　区分Ｂ…団体への依頼、関係団体】

53.2

25.0

33.3

55.6

60.0

40.0

38.5

43.8

25.0

12.5

16.7

38.9

45.5

41.4

20.0

13.0

3.8

9.3

42.9

50.0

61.5

63.6

40.0

女性委員（人）

総数
充て職除く 委員

数
充て職除く

委員（人） 参画
率

(%)

3 行政経営課
山形市行政不服審
査会

R7.5.31 5

充て
職

除く

5 1
1 20.0 20.0

№ 担当課等 審議会等の名称 任期満了

9.3 13.04 防災対策課 山形市防災会議 R6.3.31 54
23

6
3

7.0 3.85 防災対策課
山形市国民保護協
議会

R6.3.31 57
26

4
1

8.6 9.3116
54

10
5

総務部計

28.66
文化創造都
市課

山形市文化財保護
委員会

R7.5.31 7 28.6
7

2
2

37.5 50.07
山形市郷土館運営
協議会

R5.3.31 8
6

3
3文化創造都

市課

61.58
男女共同参
画センター

山形市男女共同参
画審議会

R5.3.31 15 66.7
13

10
8

63.69
男女共同参
画センター

山形市男女共同参画
センター運営委員会

R6.3.31 11 63.6
11

7
7

30.010 スポーツ課
山形市スポーツ推
進審議会

R5.3.31 10 30.0
10

3
3

49.0 48.9
47

25
23

企画調整部計

25.011 市民課
山形市住居表示委
員会

R5.7.23 9 22.2
4

2
1

51

15.0 33.312 市民課
山形市交通安全対
策会議

任期無 20
3

3
1

50.0 55.613
消費生活セ
ンター

山形市消費生活審
議会

R5.3.31 10
9

5
5

60.014 市民相談課
山形市個人情報保
護制度運営審議会

R6.12.7 10 60.0
10

6
6

40.015 市民相談課
山形市情報公開・個
人情報保護審査会

R6.6.30 5 40.0
5

2
2

45.516
国民健康保
険課

山形市国民健康保
険運営協議会

R7.8.9 14 35.7
11

5
5

33.8 47.668
42

23
20

市民生活部計

16.7 25.017 母子保健課
山形市予防接種健
康被害調査委員会

R5.9.21 6
4

1
1

12.5 12.518 健康増進課
山形市感染症診査
協議会

R5.3.31 8
8

1
1

14.3 16.714
12

2
2

健康医療部計

50.019 環境課 山形市環境審議会 R5.12.20 19 36.8
14

7
7

41.7 45.521
ごみ減量推
進課

山形市清掃問題審
議会

R5.3.31 12
11 5

5

38.7 48.031
25

12
12

環境部計

※

※

※

（必要時委嘱）

（必要時委嘱）

（必要時委嘱）
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前回調査

区分 区分 区分 区分

充て職
除く
(%)

４　審議会等（法令及び条例に基づく附属機関）の女性委員割合
【※区分Ａ（市の裁量あり）…公募、担当部署による選任　区分Ｂ…団体への依頼、関係団体】

女性委員（人）

総数
充て職除く 委員

数
充て職除く

委員（人） 参画
率

(%)

充て
職

除く
№ 担当課等 審議会等の名称 任期満了

6 29 2 9

2 8 1 2

0 3 0 1

0 84 0 26

0 24 0 8

4 2 4 0

12 150 7 46

0 20 0 8

0 20 0 8

0 12 0 5

0 13 0 0

0 25 0 5

5 7 2 2

4 3 1 2

0 12 0 5

2 4 1 1

15 22 5 9

0 9 0 2

1 10 0 1

1 19 0 3

6 3 2 1

5 8 1 4

0 12 0 3

2 6 0 2

3 6 3 2

16 35 6 12

75 420 28 135

55.6

35.1

33.8

33.3

34.1

28.6

9.1

16.7

30.0

40.0

26.7

25.0

35.5

45.0

45.0

38.5

0.0

19.2

25.0

42.9

41.7

36.8

40.0

33.3

31.0

37.5

71.4

41 図書館
山形市立図書館協
議会

R5.3.31 12

31.422 生活福祉課
山形市社会福祉審
議会

R7.3.31 35 31.4
35

11
11

28.6 30.023 生活福祉課
山形市民生委員推
薦会

R7.9.30 14
10

4
3

20.0 33.324 長寿支援課
山形市老人ホーム
入所判定委員会

R5.3.31 5
3

1
1

31.0 31.025 介護保険課
山形市介護認定審
査会

R5.3.31 84
84

26
26

33.326
障がい福祉
課

山形市障害支援区
分判定審査会

R5.3.31 24 33.3
24

8
8

66.727
福祉文化セ
ンター

山形市働く女性の
家運営委員会

R6.3.31 9 55.6
6

5
4

32.2 32.7171
162

55
53

福祉推進部計

40.028
こども未来
課

山形市子ども・子
育て会議

R5.12.23 20 40.0
20

8
8

40.0 40.020
20

8
8

こども未来部計

41.729 森林整備課
山形市森林整備推
進協議会

R5.7.4 15 33.3
12

5
5

0.030
地方卸売市
場管理事務
所

山形市公設地方卸
売市場取引委員会

R6.3.31 14 7.1
13

1
0

20.7 20.029
25

6
5

農林部計

33.331
まちづくり
政策課

山形市都市計画審
議会

R5.6.30 18 22.2
12

4
4

42.9 42.932
まちづくり
政策課

山形市開発審査会 R5.4,30 7
7

3
3

33.3 41.733
まちなみデ
ザイン課

山形市景観審議会 R5.6.30 15
12

5
5

28.6 33.334 建築指導課 山形市建築審査会 R5.9.17 7
6

2
2

10.7 22.235 河川整備課 山形市水防協議会 任期無 28

47 29.8 37.8
37

14
14

9
3

2

まちづくり政策部計

9.136 道路維持課
山形市自転車等駐
車対策協議会

R5.7.4 14 7.1

9.5 15.042
20

4
3

11
1

1

都市整備部計

33.337 学校教育課
山形市総合学習セ
ンター運営協議会

R5.5.18 10 30.0
9

3
3

40.0 38.538
社会教育青
少年課

山形市社会教育委
員

R5.3.31 15
13

6
5

15.4 25.039
社会教育青
少年課

山形市青少年問題
協議会

R6.3.31 26
12

4
3

20.0 25.040
少年自然の
家

山形市少年自然の
家運営協議会

R5.3.31 10
8

2
2

41.7
9

5
5

73
51

20
18

55.6

注）※は市長を除いた委員総数

662 27.0 32.9
495

179
163

27.4 35.3教育委員会計

合計

※

※

※

※

※
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